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(57)【要約】
【課題】減じられた軸方向長さを有する一方向クラッチ
を提供する。
【解決手段】第１のレース１０４が、自動車装置におけ
るトルク伝達エレメントに回転結合されるように配置さ
れており、ブロッキングエレメント１０６が、ワイヤか
ら形成されておりかつ、第１の回転方向１０８での第１
のレース１０４の、第２のレース１０２に関する、相対
回動のために第１のレースと第２のレースとを回転方向
でロックするように配置されており、第１のレースが、
第１の回転方向とは反対の第２の回転方向で、第２のレ
ースに関する回転のために、第２のレースから独立して
回転するように配置されている。
【選択図】図８



(2) JP 2008-157462 A 2008.7.10

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一方向クラッチにおいて、
　該クラッチのための軸線を中心として周方向に配置された第１のレースと、
　前記軸線を中心として周方向に配置された第２のレースと、
　前記第１のレースと前記第２のレースとの間に配置されたブロッキングエレメントとが
設けられており、前記第１のレースが、自動車装置におけるトルク伝達エレメントに回転
結合されるように配置されており、前記ブロッキングエレメントが、ワイヤから形成され
ておりかつ、第１の回転方向での前記第１のレースの、前記第２のレースに関する、相対
回動のために前記第１のレースと前記第２のレースとを回転方向でロックするように配置
されており、前記第１のレースが、前記第１の回転方向とは反対の第２の回転方向で、前
記第２のレースに関する回転のために、前記第２のレースから独立して回転するように配
置されていることを特徴とする、一方向クラッチ。
【請求項２】
　前記ブロッキングエレメントが、前記回転方向のロックに関連したエネルギを減衰させ
るように配置されている、請求項１記載の一方向クラッチ。
【請求項３】
　前記第１のレース及び前記第２のレースに接触した前記ブロッキングエレメントの周方
向範囲が、前記第１のレース及び前記第２のレースに接触した前記ブロッキングエレメン
トの軸方向範囲よりも大きい、請求項１記載の一方向クラッチ。
【請求項４】
　前記ロックの間、前記周方向範囲が増大するように配置されている、請求項３記載の一
方向クラッチ。
【請求項５】
　前記第１のレース又は前記第２のレースのうちの一方がさらに少なくとも１つの軸方向
突出部を含み、前記ブロッキングエレメントが、前記第１の回転方向での前記相対回動の
ために前記少なくとも１つの突出部とロックするように係合するように配置されており、
前記第２の回転方向での前記相対移動のために、前記ブロッキングエレメントが、前記少
なくとも１つの突出部から連続的な突出部に摺動しながら係合するように配置されている
、請求項１記載の一方向クラッチ。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの軸方向突出部が少なくとも１つの斜面を含む、請求項５記載の一
方向クラッチ。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの軸方向突出部が、前記摺動する係合の部分として前記ブロッキン
グエレメントを軸方向に変位させるように配置されている、請求項５記載の一方向クラッ
チ。
【請求項８】
　前記ブロッキングエレメントが前記少なくとも１つの突出部にロックするように係合し
た時に撓むように、前記ブロッキングエレメントが配置されており、撓むことにより、ロ
ックするように係合することに関連したエネルギを散逸させる、請求項５記載の一方向ク
ラッチ。
【請求項９】
　前記第１のレース又は前記第２のレースのうちの他方が、少なくとも１つの凹所を含み
、前記ブロッキングエレメントが、前記少なくとも１つの凹所に配置されかつ前記第１の
レース又は前記第２のレースのうちの前記他方と前記ブロッキングエレメントとを回転方
向で結合させる少なくとも１つのセグメントを含む、請求項５記載の一方向クラッチ。
【請求項１０】
　前記第１のレースが、前記軸線に関して回転方向で固定されている、請求項１記載の一
方向クラッチ。
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【請求項１１】
　前記第１のレースが、前記軸線に関して回転可能である、請求項１記載の一方向クラッ
チ。
【請求項１２】
　前記第２のレースが、前記軸線に関して回転方向で固定されている、請求項１記載の一
方向クラッチ。
【請求項１３】
　前記第２のレースが、前記軸線に関して回転可能である、請求項１記載の一方向クラッ
チ。
【請求項１４】
　前記第１のレースが、前記トルク伝達エレメントに結合されるように配置されている、
請求項１記載の一方向クラッチ。
【請求項１５】
　前記第２のレースが、前記トルク伝達エレメントに結合されるように配置されている、
請求項１記載の一方向クラッチ。
【請求項１６】
　前記クラッチが、トルクコンバータのステータにおいて使用されるために配置されてい
る、請求項１記載の一方向クラッチ。
【請求項１７】
　一方向クラッチにおいて、
　該クラッチのための軸線を中心として周方向に配置された第１のレースと、
　前記軸線を中心として周方向に配置された第２のレースと、
　少なくとも１つのセグメントを有するワイヤから形成されたブロッキングエレメントと
が設けられており、前記第１のレース又は前記第２のレースのうちの一方が、自動車装置
におけるトルク伝達エレメントに結合されるように配置されており、前記第１のレース又
は前記第２のレースのうちの一方が凹所を含み、前記少なくとも１つのセグメントが、前
記第１のレース又は前記第２のレースのうちの前記一方と前記ブロッキングエレメントと
を回転方向で結合するために前記少なくとも１つの凹所に配置され、前記第１のレース又
は前記第２のレースのうちの他方が少なくとも１つの斜面を含み、前記ブロッキングエレ
メントが、第１の回転方向での第１のレース又は第２のレースのうちの他方に関する、ト
ルク伝達エレメントに結合された、第１のレース又は第２のレースの相対回動のために、
前記第１のレースと前記第２のレースとを回転方向でロックするために前記少なくとも１
つの斜面に係合するように配置されており、トルク伝達エレメントに結合された第１のレ
ース又は第２のレースが、第１の回転方向とは反対の第２の回転方向での、第１のレース
又は第２のレースのうちの他方に関する回転のために、第１のレース又は第２のレースの
うちの他方から独立して回転するようには位置されていることを特徴とする、一方向クラ
ッチ。
【請求項１８】
　ステータ一方向クラッチにおいて、
　ハブと、
　前記ステータのためのブレードアセンブリに結合されるために配置された外側エレメン
トと、
　ブロッキングエレメントとが設けられており、前記ブロッキングエレメントが、ワイヤ
から形成されておりかつ、第１の回転方向での前記外側エレメントの回転のために前記ハ
ブと前記外側エレメントとを回転方向でロックするように配置されていることを特徴とす
る、ステータ一方向クラッチ。
【請求項１９】
　前記ハブ及び前記外側エレメントと接触した前記ブロッキングエレメントの周方向範囲
が、前記ハブ及び前記外側エレメントと接触した前記ブロッキングエレメントの軸方向範
囲よりも大きい、請求項１８記載のステータ一方向クラッチ。



(4) JP 2008-157462 A 2008.7.10

10

20

30

40

50

【請求項２０】
　前記ハブ又は前記外側エレメントのうちの一方が少なくとも１つの軸方向突出部を含み
、前記ブロッキングエレメントが、前記第１の方向における前記回転のために前記少なく
とも１つの突出部とロックするように係合するように配置されており、前記第１の回転方
向とは反対の第２の回転方向での前記外側エレメントの回転のために、前記ブロッキング
エレメントが、前記少なくとも１つの突出部から連続的な突出部に摺動しながら係合する
ように配置されている、請求項１８記載の一方向クラッチ。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つの軸方向突出部が少なくとも１つの斜面を含む、請求項２０記載の
ステータ一方向クラッチ。
【請求項２２】
　前記ブロッキングエレメントが前記少なくとも１つの突出部にロックするように係合し
た場合に撓むように、前記ブロッキングエレメントが配置されており、撓むことにより、
ロックするように係合することに関連したエネルギを散逸させる、請求項２０記載のステ
ータ一方向クラッチ。
【請求項２３】
　前記ハブ又は前記外側エレメントのうちの一方が少なくとも１つの凹所を含み、前記ブ
ロッキングエレメントが、前記少なくとも１つの凹所に配置されかつ前記ハブ又は前記ブ
ロッキングエレメントのうちの前記一方を回転方向で結合させる少なくとも１つのセグメ
ントを含む、請求項１８記載のステータ一方向クラッチ。
【請求項２４】
　ステータ一方向クラッチにおいて、
　ハブと、
　前記ステータのためのブレードアセンブリに結合されるように配置された外側エレメン
トと、
　少なくとも１つのセグメントを有するワイヤから形成されたブロッキングエレメントと
が設けられており、前記ハブ又は前記外側エレメントのうちの一方が凹所を含み、前記少
なくとも１つのセグメントが、前記ハブ又は前記外側エレメントのうちの前記一方を回転
方向で結合するために前記少なくとも１つの凹所に配置されており、前記ハブ又は前記外
側エレメントのうちの他方が少なくとも１つの斜面を含み、前記ブロッキングエレメント
が、前記少なくとも１つの斜面にロックするように係合するために、第１の方向での前記
外側エレメントの回転のために前記ハブと前記外側エレメントと回転方向でロックするた
めに配置されており、前記第１の方向とは反対の第２の方向での前記外側エレメントの回
転のために、前記ブロッキングエレメントが、前記少なくとも１つの斜面から連続的な斜
面に摺動しながら係合するように配置されていることを特徴とする、ステータ一方向クラ
ッチ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願とのクロスリファレンス
　本願は、合衆国第３５法典第１１９条（ｅ）に基づいて、引用したことにより本明細書
に記載されたものとする２００６年１２月２２日に出願された米国特許仮出願第６０／８
７６７１５号明細書の利益を請求する。
【０００２】
　発明の分野
　本発明は、回転駆動ユニット（例えば、自動車のエンジン）と、回転被駆動ユニット（
例えば、自動車における変速トランスミッション）との間で力を伝達するための装置の改
良に関する。特に、本発明は、ラジアル一方向クラッチに関する。さらに具体的には、本
発明は、係合手段としてのワイヤ形式を使用するトルクコンバータにおけるステータのた
めのラジアル一方向クラッチに関する。
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【背景技術】
【０００３】
　図１は、典型的な車両における、エンジン７と、トルクコンバータ１０と、トランスミ
ッション８と、ディファレンシャル／車軸アセンブリ９との関係を示す概略的なブロック
線図を示している。自動車のエンジンからトランスミッションへトルクを伝達するために
トルクコンバータが使用されることがよく知られている。
【０００４】
　トルクコンバータの３つの主要な構成要素は、ポンプ３７と、タービン３８と、ステー
タ３９とである。トルクコンバータは、ポンプがカバー１１に溶接されると、シールされ
たチャンバとなる。カバーはフレックスプレート４１に結合されており、このフレックス
プレート４１自体はエンジン７のクランクシャフト４２にボルト留めされている。カバー
は、カバーに溶接されたラグ又はスタッドを用いてフレックスプレートに結合されること
ができる。ポンプとカバーとの間の溶接された結合はエンジントルクをポンプに伝達する
。したがって、ポンプは常にエンジン速度で回転する。ポンプの機能は、この回転運動を
利用し、流体を半径方向外方及び軸方向へタービンに向かって送ることである。したがっ
て、ポンプは、流体を小さな半径の入口から大きな半径の出口へ推進する遠心ポンプであ
り、流体のエネルギを増大させる。トランスミッションクラッチとトルクコンバータクラ
ッチとを係合させるための圧力は、ポンプハブによって駆動される、トランスミッション
における付加的なポンプによって提供される。
【０００５】
　トルクコンバータ１０において、流体回路は、ポンプ（インペラと呼ばれる場合もある
）と、タービンと、ステータ（リアクタと呼ばれる場合もある）とによって構成されてい
る。流体回路は、車両が停止させられている場合にエンジンを回転させ続け、運転手によ
って望まれた場合に車両を加速する。トルクコンバータは、減速歯車装置と同様に、トル
ク比を介してエンジントルクを補足する。トルク比は、入力トルクに対する出力トルクの
比である。トルク比は、タービン回転速度が低い又はゼロである（ストールとも呼ばれる
）場合に最も高くなる。ストールトルク比は通常１．８～２．２の範囲である。これは、
トルクコンバータの出力トルクが入力トルクよりも１．８～２．２倍だけ大きいことを意
味する。しかしながら、出力速度は入力速度よりも著しく低い。なぜならば、タービンは
出力部に結合されておりかつ回転していないが、入力部はエンジン速度で回転しているか
らである。
【０００６】
　タービン３８は、車両を推進するために、ポンプ３７から受け取る流体エネルギを利用
する。タービンシェル２２はタービンハブ１９に結合されている。タービンハブ１９は、
タービントルクをトランスミッションシャフト４３に伝達するためにスプライン結合を利
用する。入力軸は、トランスミッション８における歯車及び軸と、車軸ディファレンシャ
ル９とを介して、車輪に結合されている。タービンブレードに衝突する流体の力は、トル
クとしてタービンから出力される。軸方向スラスト軸受３１は、構成要素を、流体によっ
て与えられる軸方向の力から支持する。出力トルクが、静止中の車両の慣性を克服するの
に十分であると、車両は動き始める。
【０００７】
　流体エネルギはタービンによってトルクに変換された後、依然として流体には僅かなエ
ネルギが残されている。小さな半径の出口４４から出てくる流体は、通常は、ポンプの回
転に対抗するような形式でポンプに進入する。ステータ３９は、ポンプの加速を助けるた
めに流体を方向転換させるために使用され、これにより、トルク比を増大させる。ステー
タ３９は一方向クラッチ４６を介してステータシャフト４５に結合されている。ステータ
シャフトはトランスミッションハウジング４７に結合されており、回転しない。一方向ク
ラッチ４６は、ステータ３９が低速比（ポンプがタービンよりも速く回転している）にお
いて回転するのを阻止する。タービン出口４４からステータ３９に進入する流体は、ステ
ータブレード４８によって方向転換させられ、回転方向でポンプ３７に進入する。
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【０００８】
　ブレードの入口角度及び出口角度、ポンプ及びタービンシェルの形状、トルクコンバー
タの総直径とが、その性能に影響する。設計パラメータは、トルク比と、効率と、エンジ
ンを"ランアウェイ"させることなくエンジントルクを吸収するためのトルクコンバータの
能力とを含む。これは、トルクコンバータが小さすぎ、ポンプがエンジンを減速させるこ
とができない場合に起こる。
【０００９】
　低速比においては、トルクコンバータは正常に機能し、車両が静止した状態でエンジン
を回転させ、増大した性能のためにエンジントルクを補足する。１よりも小さな速度比で
は、トルクコンバータの効率は１００％に満たない。タービンの回転速度がポンプの回転
速度に近づくにしたがって、トルクコンバータのトルク比は、約１．８～２．２から、約
１のトルク比まで次第に減少する。トルク比が１に達したときの速度比はカップリングポ
イントと呼ばれる。このポイントにおいては、ステータに進入する流体はもはや方向転換
される必要はなく、ステータにおける一方向クラッチが、流体を、ポンプ及びタービンと
同じ方向に回転させる。ステータが流体を方向転換していないので、トルクコンバータか
ら出力されるトルクは、トルク入力と同じである。流体回路全体はユニットとして回転す
る。
【００１０】
　最大トルクコンバータ効率は、流体における損失に基づき９２～９３％に限定される。
したがって、トルクコンバータクラッチ４９は、トルクコンバータ入力部を出力部に機械
的に結合するために使用され、効率を１００％に改善する。クラッチピストンプレート１
７は、トランスミッションコントローラによって命令されると、液圧によって作動させら
れる。ピストンプレート１７は、内径においてＯリング１８によってタービンハブ１９に
対してシールされており、外径において摩擦材料リング５１によってカバー１１に対して
シールされている。これらのシールは、圧力チャンバを形成し、ピストンプレート１７を
カバー１１と係合させる。この機械的な結合は、トルクコンバータ流体回路をバイパスす
る。
【００１１】
　トルクコンバータクラッチ４９の機械的結合は、ドライブトレーンに、より多くのエン
ジンねじれ変動を伝達する。ドライブトレーンが基本的にばね質量系であるので、エンジ
ンからのねじれ変動は、系の固有振動数を励起することができる。ダンパは、ドライブト
レーンの固有振動数を、駆動範囲から外れさせるように使用される。ダンパは、エンジン
７及びトランスミッション８と直列に配置されたばね１５を有しており、これにより、系
の有効ばね定数を減衰させ、固有振動数を低下させる。
【００１２】
　トルクコンバータクラッチ４９は、４つの構成要素、すなわちピストンプレート１７と
、カバープレート１２及び１６と、ばね１５と、フランジ１３とを有している。カバープ
レート１２及び１６はトルクをピストンプレート１７から圧縮ばね１５に伝達する。カバ
ープレートウィング５２は、軸方向保持のためにばね１５の周囲に形成されている。ピス
トンプレート１７からのトルクは、リベット結合部を介してカバープレート１２及び１６
に伝達される。カバープレート１２及び１６は、ばね窓の縁部と接触することによって、
トルクを圧縮ばね１５に提供する。両カバープレートは、ばねの中心軸線の両側において
ばねを支持するように協働する。ばね力は、フランジばね窓縁部との接触によって、フラ
ンジ１３に伝達される。時には、フランジは、高トルク時にばねの過剰圧縮を回避するた
めに、カバープレートの一部に係合する回転タブ又はスロットも有している。フランジ１
３からのトルクは、タービンハブ１９と、トランスミッション入力軸４３とに伝達される
。
【００１３】
　エネルギ吸収は、望まれるならば、時にはヒステリシスと呼ばれる摩擦によって達せら
れることができる。ヒステリシスは、ダンパプレートの巻き上げ及び巻出しからの摩擦を
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含み、したがって実際の摩擦トルクの２倍である。ヒステリシスパッケージは、概して、
ダイアフラムばね（又は皿ばね）１４から成り、このダイアフラムばね（又は皿ばね）は
、フランジ１３と、カバープレート１６の一方との間に配置されており、フランジ１３を
他方のカバープレート１２と接触させる。ダイアフラムばね１４によって加えられる力の
大きさを制御することによって、摩擦トルクの大きさも制御されることができる。典型的
なヒステリシス値は、１０～３０Ｎｍの範囲である。
【００１４】
　現代の自動車設計は、トルクコンバータの寸法、特にトルクコンバータの軸方向長さを
減じるために一定の圧力を生じる。また、自動車市場のますます競争的な性質は、トルク
コンバータ構成部材の複雑さ及びコストが全ての機会において減じられることを要求する
。一方向クラッチにおける中間エレメントは、クラッチの回転エレメントによって供給さ
れるトルクを維持しなければならない。例えば、トルクを維持するための、回転部材と固
定部材とを備えたクラッチの場合、中間エレメントは、クラッチの回転部材及び固定部材
と接触した所定の量の表面積を有していなければならない。一方向クラッチのためにロー
ラ又はスプラグクラッチを使用することが知られている。ローラは軸方向に整列させられ
ており、クラッチレースと接触したローラの比較的小さな部分は、特にロックモードにお
いて、ステータの作動に関連した力を支持するように設計されていなければならない。あ
いにく、力を説明するために、ローラの軸方向長さは比較的長く形成されなければならず
、クラッチの軸方向幅を増大させる。また、ローラ及びスプラグクラッチは比較的複雑で
あり、多数の精密エレメントを含む。
【００１５】
　したがって、減じられた軸方向長さを有しておりかつより費用効果の高い構成部材及び
方法を使用する、トルクコンバータにおけるステータのための一方向クラッチが長い間必
要とされている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１６】
　本発明の全体的な目的は、減じられた軸方向長さを有する一方向クラッチを提供するこ
とである。
【００１７】
　本発明の全体的な目的は、スタンピングされた部品を用いて経済的に製造されることが
できる一方向クラッチを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　発明の概要
　本発明は、広くは、クラッチのための軸線を中心にして周方向に配置された第１のレー
スと；軸線を中心として周方向に配置された第２のレースと；レースの間に配置されたブ
ロッキングエレメントとを有する一方向クラッチを含む。第１のレースは自動車装置にお
けるトルク伝達エレメントに回転結合されるように配置されており、ブロッキングエレメ
ントは、ワイヤから形成されておりかつ第２のレースに対して第１のレースが第１の回転
方向に相対回動するために、第１のレースと第２のレースとを回転方向でロックするよう
に配置されており、第１のレースが、第１の回転方向とは反対の第２の回転方向で第２の
レースに対して回転するように第２のレースから独立して回転するように配置されている
。
【００１９】
　第１及び第２のレースと接触したブロッキングエレメントの周方向範囲は、第１及び第
２のレースと接触したブロッキングエレメントの軸方向範囲よりも大きい。幾つかの態様
において、ブロッキングエレメントは、回転方向のロッキングに関連したエネルギを減衰
させるように配置されている。幾つかの態様において、ロッキング係合の間、周方向範囲
は増大するように配置されている。
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【００２０】
　第１又は第２のレースは少なくとも１つの軸方向突出部を有し、ブロッキングエレメン
トは、第１の方向での相対回動のために、及び第２の回転方向での相対移動のために、少
なくとも１つの突出部とロックするように係合するように配置されており、ブロッキング
エレメントは、少なくとも１つの突出部から連続的な突出部に摺動するように係合するよ
うに配置されている。幾つかの態様において、少なくとも１つの軸方向突出部は少なくと
も１つの斜面を含む。幾つかの態様において、少なくとも１つの軸方向突出部は、摺動係
合の部分としてブロッキングエレメントを軸方向に変位させるように配置されている。幾
つかの態様において、ブロッキングエレメントは、ブロッキングエレメントが少なくとも
１つの突出部にロックするように係合した時に撓むように配置されており、撓みは、ロッ
キング係合に関連したエネルギを散逸させる。
【００２１】
　第１のレース又は第２のレースは少なくとも１つの凹所を有し、ブロッキングエレメン
トは、少なくとも１つの凹所に配置されかつ第１のレース又は第２のレースとブロッキン
グエレメントとを回転方向で結合する少なくとも１つのセグメントを含む。幾つかの態様
において、クラッチはトルクコンバータのステータにおいて使用するために配置されてい
る。
【００２２】
　本発明は、広くは、ハブと；ステータのためのブレードアセンブリに結合されるように
配置された外側エレメントと；ブロッキングエレメントとを有するステータ一方向クラッ
チを含む。ブロッキングエレメントは、ワイヤから形成されており、第１の回転方向での
外側エレメントの回転のために、ハブと外側エレメントとを回転方向でロックするように
配置されている。ハブと外側エレメントとに接触したブロッキングエレメントの周方向範
囲は、ハブと外側エレメントとに接触したブロッキングエレメントの軸方向範囲よりも大
きい。ハブ又は外側エレメントは少なくとも１つの軸方向突出部を有し、ブロッキングエ
レメントは、第１の方向での回転のために、少なくとも１つの突出部とロックするように
係合するように配置されており、第１の方向と反対の第２の回転方向での外側エレメント
の回転のために、ブロッキングエレメントは、少なくとも１つの突出部から連続的な突出
部に摺動するように係合するように配置されている。幾つかの態様において、少なくとも
１つの軸方向突出部は少なくとも１つの斜面を含む。
【００２３】
　幾つかの態様において、ブロッキングエレメントは、ブロッキングエレメントが少なく
とも１つの突出部にロックするように係合した時にロッキング係合に関連したエネルギを
散逸させるために撓むように配置されている。ハブ又は外側エレメントは少なくとも１つ
の凹所を有しており、ブロッキングエレメントは、少なくとも１つの凹所に配置されかつ
ハブ又はブロッキングエレメントのうちの一方に回転結合する少なくとも１つのセグメン
トを含む。
【００２４】
　本発明のこれらの目的及び利点並びにその他の目的及び利点は、本発明の好適な実施形
態の以下の説明と、添付の図面及び請求項とから容易に認められるであろう。
【００２５】
　本発明の性質及び作動態様がここで、添付の図面を参照した発明の以下の詳細な説明に
よりさらに完全に説明される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２６】
　まず、異なる図面における同じ参照符号は、発明の同じ又は機能的に類似の構造エレメ
ントを表していることが認識されるべきである。本発明は、現時点で好適な態様であると
考えられるものに関して説明されるが、請求項に記載の発明は開示された態様に限定され
ないと理解されるべきである。
【００２７】
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　さらに、発明は、記載された特定の方法、材料及び変更に限定されず、もちろん変更す
ることができる。ここで使用されている用語は、特定の態様だけを説明するためのもので
あり、本発明の範囲を限定しようとするものではなく、発明の範囲は、添付の請求項によ
ってのみ限定される。
【００２８】
　特に定義されない限りは、ここで使用される全ての技術的及び科学的用語は、本発明が
属する技術分野における当業者にとって一般的に理解されるのと同じ意味を有する。ここ
に説明されたものと同じ又は均等のあらゆる方法、装置又は材料が発明の実施又は試験に
おいて使用されることができるが、好適な方法、装置及び材料がここでは説明されている
。
【００２９】
　図７Ａは、本願において用いられる空間に関する用語を説明する円筒座標系８０の斜視
図である。本発明は、少なくとも部分的に円筒座標系に関連して説明される。系８０は長
手方向軸線８１を有しており、この長手方向軸線は、以下の方向及び空間の用語のための
基準として使用される。"軸方向"、"半径方向"及び"周方向"という形容詞は、軸線８１、
半径８２（軸線８１に対して直交する）又は円周８３のそれぞれに対して平行な方向に関
する。"軸方向"、"半径方向"及び"周方向"という形容詞は、個々の平面に対して平行な方
向をいう。様々な平面の配置を明らかにするために、物体８４，８５及び８６が用いられ
ている。物体８４の面８７は軸方向平面を形成している。すなわち、軸線８１はこの面に
沿った線を形成している。物体８５の面８８は半径方向平面を形成している。すなわち、
半径８２はこの面に沿った線を形成している。物体８６の面８９は周面を形成している。
すなわち、円周８３はこの面に沿った線を形成している。別の例として、軸方向の移動又
は配置は軸線８１に対して平行であり、半径方向の移動又は配置は半径８２に対して平行
であり、周方向の移動又は配置は円周８３に対して平行である。回転は軸線８１に関する
。
【００３０】
　"軸方向"、"半径方向"及び"周方向"という副詞はそれぞれ、軸線８１、半径８２又は円
周８３に対して平行な方向をいう。"軸方向"、"半径方向"及び"周方向"という副詞は、個
々の平面に対して平行な方向をいう。
【００３１】
　図７Ｂは、本願において用いられる空間に関する用語を説明する図７Ａの円筒座標系に
おける物体９０の斜視図である。円筒状物体９０は、円筒座標系における円筒状物体を表
しており、本願発明をどのようにも限定しようとするものではない。物体９０は、軸方向
の面９１と、半径方向の面９２と、周面９３とを有している。面９１は軸方向平面の一部
であり、面９２は半径方向平面の一部であり、面９３は周面の一部である。
【００３２】
　"ロックするように"及び"摺動するように"という用語は、２つの物体の間の相対移動を
表し、この場合、"ロックするように"は、互いに対する移動を阻止するために２つの物体
が互いに係合させられている条件を表すために使用される。"摺動するように"は、２つの
物体が互いに係合させられるが、互いに対して移動する条件を表すために使用される。
【００３３】
　図８は、本発明の一方向クラッチ１００の分解された前方斜視図である。
【００３４】
　図９は、図８に示されたクラッチ１００の分解された後方分解斜視図である。
【００３５】
　図１０は、図８に示された一方向クラッチ１００の前方斜視図である。
【００３６】
　図１１は、図８に示された一方向クラッチ１００の後方斜視図である。以下の説明は図
８から図１１までを参照すべきである。一方向クラッチ１００は、内レース１０２と、外
レース１０４と、ブロッキングエレメント１０６とを有している。レース１０２及び１０
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４は、クラッチのための回転軸線若しくは長手方向軸線１０７を中心として配置されてい
る。レースのうちの一方は、自動車装置（図示せず）におけるトルク伝達エレメント（図
示せず）に回転結合されるように配置されている。図８において、レース１０４はトルク
伝達エレメントに結合されるために配置されており、この構成は、そうでないと述べられ
ない限りは以下の説明のための前提とされる。ブロッキングエレメントは、長さと比較し
て比較的小さな断面を有するワイヤ若しくは別の弾性的な材料から形成されており、ロッ
キングモード方向、例えば方向１０８でのレース１０４の相対回動のためにレースを回転
方向でロックするように配置されている。回転方向でロックするとは、レースが一緒に回
転させられることを意味する。ロッキングは、レースの直接的な結合によるか、図示のよ
うに、中間部材、例えばエレメント１０６を介するものであることができる。相対回動は
、トルク伝達エレメントに結合されていないレース、すなわちレース１０２に対するもの
である。レース１０４は、反対の空転方向、例えば方向１１０ではレース１０２に対して
レース１０２から独立して回転するように配置されている。すなわち、レース１０４は方
向１１０での相対回動の場合には空転する。方向１０８及び１１０はそれぞれ逆時計回り
及び時計回りとして示されているが、本発明のクラッチにおけるロッキング及び空転は、
あらゆる特定の回転方向に限定されないことが理解されるべきである。幾つかの態様にお
いて、レース１０２は、ハブであり、回転方向で固定されている。例えば、クラッチ１０
０はトルクコンバータ（図示せず）のためのステータクラッチであり、レース１０２は、
接地されたステータシャフト（図示せず）に結合されている。しかしながら、本発明のク
ラッチは、トルクコンバータのステータとの使用に限定されず、本発明のクラッチは、他
の自動車装置におけるその他のトルク伝達エレメントと使用されることができる。
【００３７】
　以下の説明のため及び例示の目的のために、レース１０４は、そうでないことが述べら
れない限り、トルク伝達装置に結合されている。しかしながら、レース１０４ではなく、
レース１０２がトルク伝達装置に結合されることができ、以下の説明は概して、レース１
０２がトルク伝達エレメントに結合されている態様に適用可能であることが理解されるべ
きである。
【００３８】
　レース１０２は少なくとも１つの凹所１１２を有しており、レース１０４は少なくとも
１つの軸方向突出部１１４を有している。ブロッキングエレメント１０６は、個々の凹所
１１２に配置される少なくとも１つのセグメント１１６を有している。セグメント１１６
と凹所１１２とは、レース１０２とブロッキングエレメントとを回転方向で結合させる。
回転方向で結合又は固定されているとは、個々の構成部材が一緒に回転する、すなわち構
成部材が回転に関して固定されているようにブロッキングエレメントとレースとが結合さ
れていることを意味する。２つの構成要素を回転方向で結合することは、必ずしも他の方
向での相対移動を制限するわけではない。例えば、回転方向で結合された２つの構成要素
が、スプライン結合を介して互いに対して軸方向移動を行うことが可能である。しかしな
がら、回転方向での結合は、他の方向での移動が必ずしも存在することを意味すると理解
されるべきではない。例えば、回転方向で結合された２つの構成要素は、軸方向で互いに
固定されていることができる。回転方向での結合の前記説明は、以下の説明にも適用可能
である。
【００３９】
　ブロッキングエレメントはセグメント１１８をも有する。レース１０４が方向１０８に
回転すると、セグメント１１８は突出部１１４とロックするように係合し、レースを回転
方向でロックする。レース１０４が方向１１０に回転すると、ブロッキングエレメント１
０６は、突出部にロックするように係合することなく、突出部上を摺動する。幾つかの態
様において、ブロッキングエレメントが形成されたワイヤは、十分にフレキシブルであり
、セグメント１１８が突出部と係合すると撓む。有利には、この撓みは、回転方向のロッ
キング、特にセグメントと突出部との係合に関連するエネルギを吸収し、エネルギを減衰
させる。例えば、減衰は、係合に関する振動又はノイズを低減又は排除することができる
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。
【００４０】
　クラッチ１００は、回転方向で固定されたレース１０２及び回転可能なレース１０４に
限定されない。幾つかの態様において、レース１０２が、トルク伝達エレメントに結合さ
れるように配置され、レース１０４が固定されている。幾つかの態様において、両方のレ
ースが回転可能であり、トルク受取りレースと他方のレースとの回転が相対回転である。
例えば、ロックアップモードをトリガするために、トルク伝達エレメントに結合されたレ
ースは、他方のレースよりも高速でロックアップ方向に回転する。
【００４１】
　レース１０２及び１０４は、トルク伝達エレメントに結合されるか、トルク受取りエレ
メントに結合されるか、又は技術上知られたあらゆる手段を用いて回転方向で固定されて
いることができる。例えば、レース１０２は、スプライン１２０を用いて結合又は固定さ
れることができ、レース１０４は、技術上知られたあらゆるファスナ（図示せず）と開口
１２２とを用いて結合又は固定されることができる。
【００４２】
　図１２は、図８に示されたレース１０４及びブロッキングエレメント１０６の後面図で
ある。以下の説明は図８から図１２までを参照すべきである。幾つかの態様において、突
出部１１４は斜面である。斜面の基部１２４は、レース１０４の面１２６の少なくとも部
分に移行しており、斜面は頂上１２８まで軸方向に増大している（面１２６に関して高さ
が増大している）。頂上１２８において、斜面は、面１２６に対して鋭角を形成した面１
３０を有している。幾つかの態様において、面１３０は面１２６に対して実質的に直交で
ある。セグメント１１８は、面１３０のための半径方向角度と同じ半径方向角度を形成し
ているが、以下に説明するように、面とセグメント１１８との係合時にブロッキングエレ
メントが撓むことができるように、角度は異なっていることができる。幾つかの態様にお
いて、クラッチ１００はプレート１３２を有している。プレート１３２は、技術上知られ
たあらゆる手段、例えばファスナ（図示せず）及び開口１３４及び１２２を用いてレース
１０４に結合される。プレート１３２は、レース１０２の面１３６に係合し、レース１０
２をレース１０４に対して軸方向で保持する。
【００４３】
　セグメント１１６は、プレート１３２とレース１０４との結合によってレースの間に固
定される。セグメント１１６のこの固定は、ブロッキングエレメントを凹所１１２と半径
方向で整合させておくために働く。図１０に示された構成において出発すると、クラッチ
１００のロッキングモードのために、レース１０４は方向１０８に回転し、斜面、特に面
１３０をセグメント１１８と接触させる（レース１０２は回転方向で固定されている）。
面の角度は、セグメント１１８のそれ以上の移動に対抗し、例えば、幾つかの態様におい
て、面は、面１２６及び方向１０８に対して実質的に直交である。さらに、レースとのセ
グメント１１６の係合は、セグメント１１８を面１２６と接触させておくために働く。す
なわち、面１３０はセグメント１１８を超えて進むことができず、レースは、方向１０８
で回転方向でロックされる。ブロッキングエレメントは十分にフレキシブルであり、（斜
面の基部と頂上との間において）斜面によって表されたより緩やかな傾斜におけるブロッ
キングエレメントの軸方向移動を可能にする。すなわち、クラッチ１００は、斜面に配置
されたセグメント１１８でロッキングモードを開始することができ、レース１０４が回転
すると、セグメントは斜面を滑り降りて面１２６に達し、面と係合する。ロッキングモー
ドにおいて、セグメント１１８は、セグメント１３７の先行部分として考えられることが
できる。
【００４４】
　空転モードの場合、レース１０４は方向１１０に回転し、セグメント１３８が、セグメ
ント１３７の先行部分として考えられることができる。すなわち、斜面１１４が方向１１
０に回転すると、斜面は、セグメント１１８ではなく、まずセグメント１３８に衝突する
。すなわち、セグメント１３８は斜面に乗り上げ、面１３０において面１２６へ落下し、
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レース１０４にロッキング係合することなく、レース１０４の回転に応じて回転し続ける
。言い換えれば、空転モードにおいて、セグメント１３８は、連続した斜面若しくは軸方
向突出部１１４と滑りながら係合することができる。上述のフレキシビリティは、斜面に
乗り上げかつ面１２６に落下するために必要とされるブロッキングエレメントの軸方向撓
みを可能にする。
【００４５】
　レースと接触したブロッキングエレメントの周方向範囲は、レースと接触したブロッキ
ングエレメントの軸方向範囲よりも大きい。例えば、レース１０４の周面１４２と接触し
たブロッキングエレメントの部分に対応するブロッキングエレメントの寸法１４０は、面
１４２と接触したブロッキングエレメントの部分のための軸方向寸法であるブロッキング
エレメントの直径１４４よりも大きい。つまり、有利には、レースの回転ロックアップの
間、周方向寸法１４０は軸方向寸法１４４よりも大きい。したがって、ブロッキングエレ
メントの構成は、レースとの周方向接触範囲を増大させるので、ブロッキングエレメント
のための所要の荷重支持能力を維持しながらブロッキングエレメントの軸方向範囲が減じ
られる。したがって、クラッチ１００の軸方向範囲は有利には減じられる。面１２６及び
１４２は、ブロッキングエレメントのための安定性及び軸方向及び半径方向の支持をも提
供する。
【００４６】
　ロッキングモードに戻ると、幾つかの態様において、レース１０４、特に面１４２と接
触したブロッキングエレメントの周方向範囲は、セグメント１１８が面に係合するので増
大するように配置されている。例えば、セグメント１１８が面に接触していない場合、セ
グメント１４６は面１４２に接触していない。しかしながら、セグメント１１８が面に係
合すると、係合が、セグメント１４６に半径方向外向きの力を生ぜしめ、セグメント１４
６を面１４２と接触させる。ブロッキングエレメントはこの移動に抵抗し、したがって、
係合に関連したエネルギが、セグメントを駆動するために使用されなければならない。有
利には、このエネルギの使用は、望ましくない振動又はノイズとして発現することができ
るエネルギを減衰させる。言い換えれば、ブロッキングエレメント１０６が軸方向突出部
１１４とロッキング係合すると、セグメント１４６は半径方向に拡張し、ロッキング係合
力を吸収しかつ面１４２に沿ってブロッキングエレメント１０６を支持する。
【００４７】
　幾つかの態様（図示せず）において、セグメント１１８は半径方向に角度付けられてお
り、これにより、セグメントの半径方向に最も外側部分１４８は、セグメントの他の部分
よりも前に面に接触し、レースはセグメントに向かって移動し続けるので、レースの移動
によるエネルギは、セグメントを"真っ直ぐにし"、これにより、セグメントは完全に面に
接触する。セグメントを真っ直ぐにするために使用されるエネルギは、望ましくない振動
又はノイズとして発現することができるエネルギを減衰させる。
【００４８】
　レース１０２がトルク伝達装置に結合されている態様のために、方向が反転されながら
前記説明が適用可能である（図８に示された構成を前提とする）。特に、示された構成の
場合、レースがレース１０４に関して方向１０８に回転する場合、レース１０２は空転し
、レース１０２がレース１０４に関して方向１１０に回転する場合、レースはロックする
。
【００４９】
　幾つかの態様（図示せず）においては、ブロッキングエレメント及びレースの半径方向
構成が反転される。すなわち、レース１０４はブロッキングエレメントの外周に回転方向
で結合されており（凹所１１２とセグメント１１６との結合の類似）、レース１０２に突
出部が形成されており、ブロッキングエレメントの内周に、突出部に係合するためのセグ
メントが形成されている。概して、図８から図１４までの説明における記述が、回転方向
を適当に調節することにより前の構成に適用可能である。例えば、この構成において、レ
ースのどちらかがトルク伝達エレメントに結合されていることができる。
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【００５０】
　クラッチ１００は、６つの斜面１１４と、ブロッキングエレメントの対応するセグメン
トとを備えて示されている。しかしながら、クラッチ１００は、斜面の特定の数に限定さ
れないことが理解されるべきである。例えば、クラッチ１００は、多かれ少なかれ６つよ
り多い斜面を有することができる。使用される斜面の数は、クラッチを使用する自動車装
置の所望のトルク能力と、製造の考慮、例えば特定の製造プロセスに関する考慮に従って
決定されることができる。斜面及びブロッキングエレメントの周方向の向きは反転される
ことができることも理解されるべきである。例えば、斜面１１４は、方向１０８ではなく
、方向１１０に高さが増大するように構成されることができる。
【００５１】
　ブロッキングエレメント１０６のためのワイヤは、技術上知られたあらゆる材料から形
成された、技術上知られたあらゆるワイヤであることができる。ワイヤは、特定の寸法、
断面、又は弾性又は塑性限界等の特性に限定されない。すなわち、トルクコンバータステ
ータにおいて本発明によるクラッチが使用されると、トルクコンバータを収容した車両の
ためのエンジンのパワーが増大されるならば、レースに形成された斜面の数及び／又はブ
ロッキングエレメントのためのワイヤの寸法又は強度が増大されることができ、その逆も
そうである。本発明によるクラッチは図示された構成だけに限定されず、その他の構成も
請求項に記載の発明の精神及び範囲に含まれることが理解されるべきである。
【００５２】
　したがって、本発明の目的は効率的に達成されるが、発明に対する修正及び変更が当業
者に容易に明らかであるべきであり、これらの修正は、請求項に記載された発明の精神及
び範囲に含まれるものである。前記説明は、本発明の例を示しており、限定するものと考
えられるべきでないことも理解される。したがって、本発明の精神及び範囲から逸脱する
ことなく、本発明のその他の実施形態が可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】ドライブトレーンにおけるトルクコンバータの関係及び機能を説明することを助
けるための、自動車における動力伝達経路の概略的なブロック線図である。
【図２】自動車のエンジンに固定されて示されている、従来のトルクコンバータの断面図
である。
【図３】概して図２に示された線３－３に沿って見た、図２に示されたトルクコンバータ
の平面図である。
【図４】概して図３に示された線４－４に沿って見た、図２及び図３に示されたトルクコ
ンバータの断面図である。
【図５】図２に示されたトルクコンバータの第１の分解図であり、分解されたトルクコン
バータを左から見たものとして示されている。
【図６】図２に示されたトルクコンバータの第２の分解図であり、分解されたトルクコン
バータを右から見たものとして示されている。
【図７Ａ】本願において用いられる空間に関する用語を説明する円筒座標系の斜視図であ
る。
【図７Ｂ】本願において用いられる空間に関する用語を説明する図７Ａの円筒座標系にお
ける物体の斜視図である。
【図８】本発明の一方向クラッチの分解された前方斜視図である。
【図９】図８に示された本発明のクラッチの分解された後方斜視図である。
【図１０】図８に示された一方向クラッチの前方斜視図である。
【図１１】図８に示された一方向クラッチの後方斜視図である。
【図１２】図８に示された外レース及びブロッキングエレメントの正面図である。
【符号の説明】
【００５４】
　１００　クラッチ、　１０２　内レース、　１０４　外レース、　１０６　ブロッキン
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グエレメント、　１０７　長手方向軸線、　１０８，１１０　方向、　１１２　凹所、　
１１４　軸方向突出部、　１１６，１１８　セグメント、　１２０　スプライン、　１２
６　面、　１２８　頂上、　１３０　面、　１３２　プレート、　１３４　開口、　１３
６　面、　１３７，１３８　セグメント、　１４０　寸法、　１４２　面、　１４４　直
径、　１４６　セグメント

【図１】 【図２】
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